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成 分 が 高血 圧自 然 発 症ラ ット の 血 圧とコ レ ステロ ール 代謝 に 与え る 影響

女子 大 家 政　 ○ 河 村雅 子 ，中 川 靖枝

栄 養研 応 用　 辻　 啓介 ， 市川 富 夫

目 的　 日 本人 の 食 生 活に 主 要な 位 置を 占 め る醗 酵 食品 に は 麹菌を 用い たも の が多 い ．そ

の１ 種 であ る 紅麹 菌（Monascus P  i I osus,M  P ）が 高血圧 自 然 発症 ラッ ト(  S   H R  ) の 血 圧

低 下 とコ レ ス テ□ - ル 低下 作 用を 有 す るこ と は ，演 者ら が 昨年 の日,本 農 芸化 学 会で 発 表し

た ．　し かし ， こ の属 の 菌 株は 数多 く ， 他の 菌 株で の同 様の 効果 に つ いて の 検討 は まだ なさ

れ て いな い ． 今回,    M.   ankar(MA ）に つ い て,   M.    P目osus と 比 較 検討し たの で 報告 す る．

方 法　 実験 動 物に は,  1 0  週 令 の 雄 性S   H  R を 用 い,た ．飼 料はし ょ糖 ，カ ゼ イン ， ラ ー

ド を 主と し た1  ％ 食 塩負 荷 半 合成 飼 料に2 種 の紅 麹メ タ ノ ール 抽出 物 をo.z% お よ び0.03%

紅 麹 相 当 量を 添加 し たも の を 調 製し ， 蒸留 水 とと も に自 由 摂 取さ せ た ．飼 育期 間は1    7 日

間 とし ，血 圧 は５日 お きに ラッ ト 尾 動 脈圧 測定 装 置PS-  100を 用 いて 非 観 血的 に 測定 し た・

最 後 の２ 日 間 はラ ット を 代 謝 ゲ ージ に 入れ ， 糞 ，尿を 採 取し た．ミ ネラ ルを 原 子吸 光 法で

測 定し た ．経時 的 に 採 血し ， 酵素 法 でコ レ ステ ロ ール 値 を定 量し た ．

結 果　 対 照 群と 試 験 群と の 間の 体重 増加 量 はほ と んど 差 はな かっ た ．対 照群 の血 圧 は徐

々 に上 昇し たが ， 紅 麹の 添 加に よ りそ の 上 昇は ５日 目 よ り有 意 に抑 制さ れ た．上 昇 抑 制は

添 加 量 が多 い ほど ， ま たM  P よ りM  A の ほ う がよ り強 か っ た.     1   5 日 目 で は対 照群 に 比 べ

0.3?M Ｐ で は23iniiiHgも の 差 が観 察 さ れ た． 糞中 へ のミ ネ ラル 排 泄量 はC   a  ，M  g  ,    F  e で

M  A 群 が や や多 か っ た ．尿 中 へのN   a 排 泄 量はM  A 群 が やや 多 かっ た． 血漿 のN    a  ／K 比

体 内N    a と Ｋ 保 留 量 はい ず れも 紅 麹群 で 改 善さ れ た ．血 漿の コ レ ステロ ール 値 は紅 麹添 加

に よ り低 下し ，添 加 量 が多 いほ ど ，特 にM  A 群 で その 効 果 が強 かっ た．
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料 のG  P T 活 性 に 及 ぼ す 影 響

育　 ○ 小 谷 ス ミ 子

目 的　 合 成 保 存 料 の ア ラ ニ ン ア ミ ノ　ト ランスフェラ ー　ゼ(Glutamlc　P  y r u V i  c　T r a －

nsainlnase ，E ．0 ．2.6 ．1 ．2 ，以 下G  P T と 略 記 ） 活性 に 及 ぼ す 景丿響 を1  n　vitro　 の 系一 一

で 検 討 し、 そ の 活 性に顕 著 な 阻 害 が 認 め ら れ る こ とを 報 告 し た 。経 口 的 に 摂 取 さ れ た 生 体

異物（ 合 成 保 存 料 も 含 む ）は 、 腸 管 で吸 収 さ れ 門 脈 を 経 て ざ らに 肝 臓 の 薬 物 代 謝 酵 素 （

Mixed　Punctlon　0  X i d a G  e  ,, 以 下 Ｍ p〇と 略 記　）に よ る 代 謝 を 受 けIる が 、 そ の 働 き で

合 成 保 存 料 の 毒 性 は変 動 す る と 考 えら れ る 。 そこ でM  F 0 を 含 む よ り 生 体 内 に 近 い 組 成 を 持

つ粗 酵 素 と　M P 0 を 含 ま な い 精 製 酵 素 に っ い て合 成 保 存 料 の 影 響 の 相 異 を 検 討 する 。　ま た 臓

器 に よ っ て 差 が み ら れ る か ど う か に っ い て も 検 討 す る。

方 法　 酵 素a  p T は 豚 肝 臓 及 び 心 臓 よ り 調 製 し た 粗 酵 素 、併 び に 豚 心 臓 よ り 精 製 し た 酵 素

{   Sigma　 社 製　）を用 い た 。　G P T   活 性 の 測 定 はRelttnan   －Prankel 法 に よ っ た 。す な わ

ち 基 質 と し て1  0 0 m M　D  L 一衣－　ア ラ ユ ン と1   ttl M　Ｃﾒ､一ケ ＼-グ ル タ ール 酸　を 用 い、p  H 7  .  4  ，3 7

C  ,   3 0 分 間 酵 素 反 応 さ せ た 後 、生 成 し たピ ル ビ ン 酸 をI  m M　2,4 － ジ　ニ ト ロ フェ ニ ル ヒ ド

ラ ジ ン と　0  ･   2 N 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム で 発 色 さ せ 波 長5  0 5 n m に お け る吸 光 度 を 測定 し た。　合

成 保 存 料６ 種を 濃度 別 に 酵 素 系 に添 加 し 、無 添 加 の 対 照、と の 比 較 に よ り活 性 度 を 検 討 し た

結 果　 ｜　)   合 成 保 存 料 に よ るG  p T 活 性 の 阻 害 を 比 較 す る と 、阻 害 の強 い 方 か ら 亜 硝 酸N  a

〉 デ ヒ ド ロ 酢 酸N  a　＞ 安 息 酸H  a　ン ソ ル ビ ン 酸Ｋ　〉プ ロピ オ ンN  a > パ ラ オ キ シ 安 息 香 酸 エ

チ ル の順 で あ っ た 。2     ） 粗 酵 素 の 方 が 精 製 酵 素 よ り合成 保 存 料 に よ る 影 響 を受-け に く かっ

た 。3     ）肝 臓 よ り も 心 臓 の 方 が 合 成 保 存 料 に よ る 影 響 を受 け に く か っ た 。


